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１．信愛学舎とは 

 

 

 
 

信愛学舎は早稲田大学ＹＭＣＡを母体に１９１６年に誕生した学生自治寮です。以前は男子
寮でしたが、グローバル化、女性の社会進出が望まれる現代に応じて２０１３年を機に男女共
同寮になりました。 

信愛学舎の舎生はＹＭＣＡの会員として信愛学舎に入舎することになります。 
 

 

 
「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大いな

るものは、愛である。」（１コリント１３章１３節） 

 

 
「それゆえ、信仰と、希望と、愛、この三つは、いつまでも残る。その中で最も大い

なるものは、愛である。」（１コリント１３章１３節） 

 
信仰とは、信頼や真実と訳すことが出来ます。また、希望とは「祈望」であり、この祈

りに導かれた望みが愛を生み出します。「沈黙の実りは祈り、祈りの実りは信仰、信仰の

実りは愛、愛の実りは奉仕、奉仕の実りは平和。」深い内省と愛を具体化する行動。信愛

学舎が土台とする信仰と希望と愛とは何か。聖書のことばとの対話と、共に活動し共に暮

らす仲間との対話を通して、一度しかない人生でいつまでも残るものとは何か、共に考え

を深めたいと願います。 

 

 

学舎とは単なる寄宿舎ではありません。１３０年を超える早稲田大学 YMCA の活動と理

念を踏まえて行動し、学びを深めていく自己形成の場所です。 

信愛学舎の舎生は、ＹＭＣＡ活動を担うことを通して深められた問題意識から、さらに

学びを深めます。学舎での共同生活では、多様性のある人格を認め合い、言葉を用いて相

互に意思疎通をはかり、信頼を深めていきます。 

運営は、財団法人早稲田大学ＹＭＣＡの責任と指導のもと、担当者と学生幹事が協力し

て行います。舎生は、全員一致の原則のもと礼節をもって真摯に対話と運営に参加するこ

とが求められます。

信愛学舎 舎章 

信愛学舎創立の精神 

信愛学舎の目的 



２．信愛学舎の運営 

 

 

 
 

 
 

信愛学舎は学生自治寮です。したがって舎生の自律的な寮運営と活動が求められていま

す。 

また共同生活を担うものとして自分の役割に責任を持つこと。他者を気遣い対峙してい

くコミュニケーション能力を身につけていくことが求められます。 

 
 

 
寮の活動を円滑に進めるため、学生幹事が主体となって寮を運営していきます。通常２ 

年秋学期から３年春学期の１年間担います。学生幹事は通常寮長、副寮長、幹事長で構成

されます。 

・寮長 ：信愛学舎でリーダーを担います。その他舎生会の取り纏めや司会を行います。 

・副寮長：寮長の補佐役を担います。会計や書類の管理・作成、理事との連絡を取ります。 

・幹事長：ＹＭＣＡの幹事長として内外とのやりとりやサークル関係の書類作成管理を

行います。 

・副幹事長：幹事長補佐役。いない場合もあり必須ではない。 
 
 

２０２５年度学生幹事 寮長  松島 立空 

副寮長  宮平 誠一朗 

幹事長  久保 聖香 
  

 
 
  

舎生による自主的な運営 

学生幹事制度 



２．信愛学舎の運営 

 

 

 

 
信愛学舎は公益財団法人早稲田大学ＹＭＣＡによって運営されています。理事会は運

営の方針の議会を行うほか財産管理を担います。舎監は舎生の監督やＹ活動の提供を担

います。 
 
 

早稲田大学ＹＭＣＡ 理事 東條 隆進（代表） 
宮坂 昭子 
本間 勝 
藤代 康一 
李  明生 

信愛学舎舎監 舎監 現状不在 

信愛学舎運営理事 



３．信愛学舎の活動 

  」 

 

 
 

信愛学舎はＹＭＣＡの理念に則りこれからの時代を担うグローバル人材を育成するこ
とが目標です。信愛での活動は原則として学業の次に優先されます。 

ただし以下の場合は欠席が認められます。 

・親族の危篤、病気、学校の授業、就職活動、教育実習、結婚式など。 

上記以外の特別な事情で舎生会による承認を得た場合は欠席することができます。例

えば部活動の大会等は認められる余地があります。 
 
 

 

 
 

 

舎生会（月 1 回の月例・週 1回の週例） 

舎生会は学生幹事の進行の下、寮生活や寮行事、日程の調整などの
話し合いが行われます。舎生会は信愛学舎の最高意志決定機関として機
能します。従って舎生は積極的な発言が求められます。議決は全会一致
で決定します。コミュニケーション能力や会議での発言の作法など舎生
会を通してみにつくことは多いです。 

 

朝活動（週 2 回） 

木・金曜日の朝６：３０、または、7：30 から３０分間、朝食、専
門発表・聖書発表、週例を行っています。朝食は一人 200 円で、舎生が
作るご飯を全員で囲みます。専門発表では自分の学んでいること、興味
のあることを共有します。週例は、週に一度ある寮の会議です。 

当番制で、これらの発表や朝食づくりを担当します。朝から互いに
コミュニケーションが取れるので、一日の良いスタートが切れます。 

 

聖書研究会（月１回） 

月に一回学生の自由な発題の下、聖書研究が行われます。これまで、
安楽死について、あなたにとって聖書とは、愛についてなど大きなテーマ
の下に学生の考えや意見を共有 してきました。担当する学生の色が出る
聖書研究になります。外部講師を呼ぶ場合もあります。 

 

定期的な活動 ※参加必須 



●年間の活動予定

 ※

 

 

 
 

入舎式（４月） 

入舎式をもって信愛学舎の生活がスタートします。信愛学舎舎生の他、

理事やＯＢ・Ｏ Ｇ も参加します。 
 
 

３学舎交流会（５月） 

友愛学舎や山手学舎など近隣のキリスト教学生寮とともにスポーツや食
事などを通しそれぞれの寮の活動を紹介し合います。お互いに刺激し合い、
交流のきっかけづくりの機会になっています。持ち回りでとりまとめを担当
します。 

 
 

合宿（夏休み） 

学期期間からテーマを決め学習し、夏休みを利用し現地での学びの場を

持ちます。近年では大阪の釜ヶ崎の日雇い労働者の現状を学ぶフィールドワ

ーク、長崎・広島の平和学習や仙台の震災学習などを行っております。 
 
 

クリスマス会（１２月） 

理事やＯＢ・ＯＧをお呼びしてクリスマス礼拝をし、共に食事を囲む楽

しい会です。信愛学舎舎生は料理を担当し、１年の活動報告をします。 
 
 

面接 春入寮（１月～３月） 秋入寮（８月～９月） 

入舎希望者に対して面接を行います。在舎生全員・理事参加のもと、面

接が行われます。 
 
 

卒舎式（２月～３月） 

卒舎する４年生を送り、１年間の活動を締めくくります。理事・ＯＢ・
ＯＧも参加します。また、卒舎生追い出しコンパも行われます。 

 
 



●学生による自主的な活動 ※
 

 

 

読書会 （月２回） 

２０１９年１月より開催している自由参加型の勉強会です。月の前半は
哲学・思想系の本を、後半は文学を読みます。毎回発表者を決めレジュメを
きらせていますが基本、参加者が感じた印象を自由に話し合う会です。「教
養」をつけることは大事ですが、それを超えた「自分にとっての大事な本」
になること、あるいは見つけることがビジョンです。 

これまでに取り組んだ作品一例：プラトン『饗宴』ゲーテ『若きヴェル
テルの悩み』宮沢賢治『セロ弾きのゴーシュ』（他）丸山眞男『日本の思
想』太宰治『魚服記』（他）ベンヤミン『複製技術時代の芸術作品』ハイデ
ガー『芸術作品の根源』など 

 
 

映画会（月１回） 

２０１７年６月より毎月一度開催しています。舎生がみんなで観たい映
画をピックアップし、プロジェクターと大きなスピーカーを用いて楽しむ会
です。舎生が普段の生活では感じることの出来ない感動を共有出来る場の創
出を目指しています。 

これまでに観た映画一例：『KT』『攻殻機動隊』『ソナチネ』『ブレー

ドランナー』『ベル リン 天使の詩』『愛、アムール』『かぐや姫の物語』

『レオン』『楢山節考』『アキラ』『シカゴ』など 
 

 

菜園（不定期） 

信愛学舎敷地内の一画を利用し、ジャガイモやトマトなどの栽培を行っ
ています。東京で生命と自然を体感できる数少ないスポットになっていま
す。採れた野菜は舎生が自由に使って調理することができます。 

これまでに育てた野菜一例：トマト、ジャガイモ、ピーマン、シシト

ウ、ナス、モロヘイヤ、バジル、パプリカ、ローズマリーなど 
 

 

スポーツ交流会（不定期） 

 近隣の寮である友愛学舎・山手学舎と体を動かし、交流する会を 2020 年 11
月から始めました。フットサル、キックベース、ドッジボール、ドッジビー、

アルチメットフリズビー（風）を行いました。今後も定期的に行う予定です。 
 
 

 



４．施設・設備 

 

 

 
 

建 物：鉄筋コンクリート３階建（１９８８年竣工）の ２階～３階

部 屋：全員個室（洋室６畳）２階～３階（男女別フロア） 

２０１３年にリニューアル済 

設 備：Ｗｉ―Ｆｉ（利用料は設備費に含まれます） 

共用施設：風呂、トイレ、キッチン（ガス）、電子レンジ、炊飯器、テレビ、洗濯機 
 
 
 

５．料金 
 

舎費：３５,０００ 円/月共

益費：１,０００ 円/月 

加盟費：３,０００ 円/年（ＹＭＣＡ会費，同盟，早大Ｙ） 

入寮費：１００，０００円（入舎時のみ） 

エアコン引き継ぎ費：２０，０００円（入舎時希望者のみ） 

朝食費：１ 食 ２００円（学期期間中の平日のみ） 

電気代：各部屋の電力使用量に応じる（３カ月に１回徴収） 

 
・以上は ２０２５年度のものであり、次年度以降改訂されることがあります。 

 
 
 
 

６．アクセス 
 

〒１６９－００５１ 

東京都新宿区西早稲田 ２丁目５の２ 信愛学舎 

 
● 東京メトロ 東西線 早稲田駅より徒歩 ７分 

● 東京メトロ 副都心線 西早稲田駅より徒歩 １５分 

●JR 山手線  高田馬場駅より徒歩  ２０分



８. 入舎手続
 

 

 
 

 
 

入寮条件 次の ５ 項目が入舎のために同意必要事項であり、 面接の初めに信愛

学舎学生幹事より同意の確認させていただきます。 

 □１．信愛活動は学業の次に優先させる。 

 □２．早大ＹＭＣＡ会員として信愛学舎に入寮する。 

 □３. 舎生は信愛学舎で原則 ４ 年間(卒業まで)在舎する。 

 □４. 信愛学舎学生幹事を １ 年間担う。 

 □５．学期期間中の長期留学は入舎前に意思表明をする。 

応募資格 ４年制大学（通学が１時間以内程度）の学部に入学予定の

新 １、または早稲田大学在学中の新２ 年生 

※定員に達し次第募集を終了いたします。 

募集人数 若干名 

選考方法 履歴書とエントリーシートを提出

見学を経た後、面接 

出願期間 面接日の２日前正午まで 

面接日 日付：２０２５年２月３月頃 

時間：未定  

結果発表 合否によらず面接終了後数日以内に本人宛に連絡します。 

 
  

２０２５ 年度募集要項 



８. 入舎手続
 

 

 

 
入舎希望者は、下記にあるいずれかの問い合わせ先に連絡し、履歴書とエントリーシー

トの提出を面接日２日前の正午までにお願いします。 

また、基本的には面接日より前に見学に来ていただくことをお願いしております。

面接には履歴書とエントリーシートのコピー及び本募集要項をお持ち下さい。 

 
1. エントリーシート・履歴書：両方記入し、提出をお願いします。 

2. 面接：舎生全員・理事（寮 OB など）により、入舎希望者１名ずつに３０分〜１時間程 

度の面接をいたします。 

 
＊面接時間は応募のご申し込み確認後、お知らせいたします。ご希望時間帯があれば、お

申し込みの際にお知らせください。原則お申込み先着順でのご案内になりますので、必ず

しもご希望に添えない場合もございます。 

・入舎決定の際は本人の誓約書および保証人（同居家族 1 名及び他 1 名）の確認書の提

出が必要となります。 

・入舎日につきましては、希望日をお聞きした上で調整させて頂きます。 
 
 

９．書類送付先及びお問合せ 
 

ご不明な点がございましたらお気軽にお問い合わせください。 

 
●早稲田大学ＹＭＣＡ信愛学舎 

住所：〒１６９－００５１ 東京都新宿区西早稲田２－５－２ 

電話：０３－３２０３－２８５８ 

Email: dorm@waseda-ymca.org 

２０２５年度入舎選考 


